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都市計画マスタープランの実現に向けて

　本都市計画マスタープランは第5次延岡市長期総合計画（平成23年～ 27年）における都市像「市民力・地域力・
都市力が躍動するまちのべおか」を具体化するため、平成39年度を目標としたまちづくりの基本方針を定めた
ものです。
　市民と行政が協働してまちづくりを進めていくための基本的な目標・理念を示す計画として、市民意向調査の
結果を反映させ、土地利用の方針、都市施設並びに環境に関する整備や保全、また防災や景観に関する方針など、
将来の都市のイメージについて示しています。
　都市計画マスタープランは都市計画分野に関する計画であり、空間の利用や道路、公園などの都市施設に関し
て具体的な方針を示したものとして位置づけられますが、その内容をまちづくりとして実現していく過程におい
ては、都市施設の計画に限定することなく、福祉や教育、産業、環境といったソフト的な面も含めたものとして
捉えることが必要となってきています。
　そのため、本市としては本都市計画マスタープランを指針として、都市機能の集約や、環境負荷の低減など、
人口減少、超高齢化社会に対応したまちづくりに向けて、都市計画決定・変更並びに現行法制度に基づく規制・
誘導を行うとともに、都市計画制度の枠組みだけに留まらず、全市的なハード、ソフトを含めた各種施策との連
携に努め、まちづくりに関する各種プロジェクトとの整合を図っていきます。
　さらに、本都市計画マスタープランにおけるまちづくりの基本的な方針をホームページやパンフレット等によ
り、広く市民にわかりやすい形で示すことにより、「市民参加のまちづくり」を推進するとともに、都市計画提
案制度などにより、市民から提案された都市計画の決定・変更の適否を判断する基準として本マスタープランを
活用し、具体的な都市計画の決定・変更を通じて本マスタープランの実現を図っていきます。
延岡市は今後とも東九州の基幹都市として広域的な役割と責務を果たしていくことが求められており、将来都市
像の実現に努めていくことが重要です。
　都市づくりは、長期的な視点のもとに進めていくことが必要であることから、都市計画マスタープランの目標
を15年後としています。しかし、社会経済情勢の変化や都市が抱える課題の変化などにより、計画の内容が実
態と乖離していくことも予想されます。
　特に、高速道路の開通などによる社会情勢の変化を受け、今回実施した市民アンケートにあります（問２）「現在、
あなたがお住まいの地域について、満足度と重要度」に関し、市民意識の変化が想定されます。そのため、概ね
5年を目処にこの項目について再度アンケートを実施することにより、本計画の検証を行い、それらの結果を基
に様々な状況の変化に対応していくため、必要に応じて本マスタープランの見直しを図っていきます。
　これらのことを踏まえ、社会情勢の変化に対応した適正な土地利用の規制・誘導、市民や関係機関との連携、
各種事業の計画的な実施等により、「水とみどりの豊かな自然を守り、潤いと賑わいに満ちた東九州拠点都市」
の実現を目指します。
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